
岩見沢市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・バスの利用者数の減少
・交通空白地域及び農村部での新たな公共交通の導入・転換
・ＪＲ室蘭線（ＪＲ単独での維持困難線区）のあり方

○計画推進事業の主な内容

・市内を運行する民間バス路線15路線全便を対象に全停留所での
乗降調査を実施したほか、車内でOD調査のためのアンケートを実施。
・無作為に抽出した市民5,000名を対象に、公共交通に関する
アンケート調査を実施。

○地域公共交通の現況
・ＪＲ函館線（岩見沢駅、上幌向駅、幌向駅）
・ＪＲ室蘭線（岩見沢駅、志文駅、栗沢駅、栗丘駅）
・北海道中央バス㈱（市内運行19路線→14路線）
・㈲新篠津交通（市内運行1路線）
・市営バス（2路線） ・市営住民混乗バス（6路線）
・デマンド型乗合タクシー（岩見沢北地区）

岩見沢市

概 要

平成27年1月26日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

・平成30年6月25日 第１回協議会を開催
（平成30年度事業計画及び予算案）
・平成31年1月9日 第２回協議会を開催
（地域公共交通再編実施計画の一部変更 ・事業評価）

岩見沢市においては、平成27年1月に地域公共交通活性化協議会を設置し、同年4月に「岩見沢市生活交通ビジョン」、平成28年6月に「地域公共交通網形成計
画」、平成29年6月には「地域公共交通再編実施計画」（同年9月8日に国土交通省の認定）を策定し、平成29年10月1日に主要な生活交通手段であるバス路線（北
海道中央バス）の見直しを行った。
岩見沢市の公共交通においては、札幌や旭川と結ぶJR函館本線、苫小牧と結ぶJR室蘭線、南空知の他市町につながる地域幹線系統を幹線として、それらと接
続するフィーダー系統（市内：路線型）やデマンド型乗合タクシーなどの新たな公共交通を組み合わせることで、生活交通ネットワークの構築を進めているところであ
る。
平成30年度においては、市内を運行する民間バス路線15路線全便を対象に全停留所での乗降調査を実施したほか、車内でOD調査のためのアンケートを実施し
た。また、無作為に抽出した市民5,000名を対象に、公共交通に関するアンケート調査を実施した。

調査対象となった民間バス路線



平成○○年○月○○日設置
岩見沢市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

本年度の調査を基に、バス路線再編後の利用状況や移動情報、市民のニーズを把握し、今後の利用促進策
につなげる。

●計画推進事業の今後の改善点

①乗降調査及び車内アンケート調査
実施日：10/2～4 （3日に分けて路線ごとに実施）
調査概要： 一日あたり乗降者数 4,873人

（うち車内アンケート回収数 3,878人 ／ 回収率 79.6%）

②公共交通に関するアンケート調査（郵送）
実施時期：9月下旬～10月下旬
発送数：5,000人
回収数：1,917人
回収率：38.3%

●計画推進事業の結果概要

計画通り事業は適切に実施された。

●計画推進事業実施の適切性

・地域公共交通再編実施事業の実施に当たっては、関係する交通事業者や地域住民の理解や協力を得ながら
連携して取り組んでいくことが必要である。

・実施した調査結果を分析し、今後の利用促進策と共に活用し、再編実施計画の施策を着実に推進されることを
期待します。

●地方運輸局における二次評価結果


